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残胃癌による転移性膀胱腫瘍の1例

神鋼病院(部 長 ・山中 望)

宮 崎 治 郎

山 中 望

A CASE OF METASTATIC URINARY BLADDER TUMOR 

     FROM GASTRIC REMNANT CARCINOMA

Jiro  MIYAZAKI and NOZOMU YAMANAKA 
From Shinko Clinic 

(Chief: Dr. N. Yamanaka)

    We report a case of a metastatic urinary bladder tumor from gastric remnant carcinoma. On 

August 23, 1984, a 70-year-old-woman visited us with the complaint of dysuria. She had under-

gone gastrectomy for gastric ulcer 25 years earlier. Cystoscopy revealed a non-stalk tumor in the dome 

of the bladder and the examination of the upper gastro-intestinal tract revealed gastric remnant car-

cinoma. We treated her with adriamycin, cis-diamminedichloroplatinum and mitomycin C but 

unfortunately she died of cachexia two weeks later. An autopsy revealed that the urinary bladder 

tumor was a signet ring cell carcinoma, metastasized from gastric remnant carcinoma.

Key words: Metastatic urinary bladder tumor, Signet ring cell carcinoma, Gastric remnant car-

cinoma

緒 言

臨床的には,転 移性膀胱腫瘍,特 に遠隔臓器腫瘍か

らの転移例は極めて稀であるが,原 発性膀胱腫瘍 との

鑑別診断において重要と考えられ る.今 回わ れわれ

は,残 胃癌に よる転移性膀胱腫瘍を経験 したので若干

の文献的考察を加え報告する.

症

患 者:70歳,女 性

初 診:1984年8月23日

主 訴:排 尿 困 難

家族 歴=特 記 す べ き こ とな し

既往 歴=45歳 時 に 胃潰瘍 に て,

た.

現 病 歴11984年5月 ごろ よ り,

例

胃切除術を施行され

1回 排尿量の減少及

び排尿困難が出現した.近 医にて膀胱炎の診断のもと

に3ヵ 月間投薬を受けたが,軽 快せず,当 院を紹介さ

れた.膀 胱鏡検査にて,膀 胱頂部に,表 面浮腫状の非

有 茎 性 腫 瘍 を 認 め た の で,精 査 の ため 入 院 とな った.

現症1身 長147.5cm,体 重39kg,栄 養 不 良,結 膜

に黄 疸,貧 血 な し.血 圧118/70mmHg,脈 拍90整,

胸 部 は理 学 的 に 異 常 を 認 め な い.腹 部 は 上腹 部 正 中

に,手 術 創 搬 痕 が あ り,贋 周 囲 の発 赤,下 腹 部 の膨 隆

及 び 左下 腹 部 の圧 痛 を 認 め た.左 下 肢 に は,著 明 な浮

腫 が 認 め られ た.

入 院 時 検 査 成 績;血 液所 見;RBG480×104/mm3,

wBG10,600/mm3,Hb14.Og/dl,Ht42.1%,pla-

telet35x104/mm3,血 液 生 化学 所 見;T.P5.09/dl,

Alb3.29/dl,AIG比1.8,GoT15Ku,GPT6

KU,ALP5.7KAU,T-BilO.39/dl,LDH223

Wu,LAP73GRU,γ 一GTPgmU/ml,CHEo.40

△PH,BuNl2.omg/dl,CRNNo.7mg/dl,uA

4.7mg/dl,Na143mEQII,K4.1mEQ/1,clIo8

mEQII,ca9.6mg/dl,cEA4.2ng/ml,尿 所 見;

PH5.5,蛋 白(升),糖(±),RBC6～8!hpf,WBC

(一),尿 細 胞 診classII.

排 泄 性 腎 孟 造影 で は,上 部 尿路 に 器 質 的 異常 は認 め
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Fig.3.胃 組織像:胃 腫瘍はその切除断端 より発生

した印環細胞癌と診断された(PAS染 色

×400).

Fig.1.膀 胱 造影:膀 胱容量が30mlと 著 明な萎縮

膀胱を呈し,膀 胱壁の変形不整が認 め られ

る.

Fig.2.
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膀胱部CT:膀 胱壁の全周性の肥厚が認め

られる.

られなかった.膀 胱造影では,膀 胱容量30m1と 著

明な萎縮膀胱を呈し,膀 胱壁の変形不整が認められた

(F量g.1).CTス キ ャンでは,膀 胱壁の全周性の肥厚

が認め られた(Fig.2).以 上 より原発性膀胱腫瘍を

疑い,膀 胱粘膜生検を施行したが,粘 膜には悪性所見

は認められなかった,一 方,腹 部超音波検査にて腹腔

内に,多 量の腹水貯留が認められた.腹 水穿刺を施行

したところ印環細胞癌 と診断された.胃 ファイバース

コープでは残 胃粘膜には著変なく,吻 合口に凹凸不整

で白色の腫瘤が認められ,BorrmannI型 胃癌が疑

われた.生 検にてgroupV腺 癌 と診断された.こ

鱗
Fig.4.膀 胱組織像:膀 胱腫瘍は胃癌と同様の組織像

を呈し,転 移性膀胱腫瘍と診断された(PAS

染色 ×400).

の時点で,残 胃癌,癌 性腹膜炎の存在が明らかになっ

た.し か し,膀 胱腫瘍については,生 検により病理組

織学的診断が得 られなかったため,原 発性膀胱腫瘍と

転移性膀胱腫瘍の鑑別が困難であった.や むをえず残

胃癌及び膀胱腫瘍の重複癌のもとに,CDDPADM

MMCに よる化学療法を施行したが,10月9日 癌性

悪液質にて死亡した.

剖検所見:腹 腔内には大量の腹水を認め,胃 は胃切

除後BillrothII法 を施行されてお り,吻 合部に腫瘍

が認められた.腫 瘍は漿膜まで浸潤しており,大 網と

の癒着が認められ右卵巣根部に浸潤が認められた.胃

腫瘍は病理組織学的にその切除断端より発生した印環

細胞癌 と診断された(F量9.3).膀 胱壁は弾性を失っ

て肥厚し,高 度の萎縮膀 胱を呈して いた.割 面 で

は,頂 部に腫瘤を認め,粘 膜面には小結節が散在 し,

全体に強い浮腫と充血が見られた.病 理組織学的に膀

胱腫瘍は,胃 癌 と同様の組織像を呈し胃癌よりの転移

性腫瘍と診断された(Fig.4).し か し,膀 胱粘膜に

は浸潤は認められなかった.そ の他には,両 側子宮付
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Table1

症例 報告者(年)年 齢 性 主 訴 腫瘍部位 病理組織

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

落 合 ・ほ か

(1951)

市 川

(1953)

高 安 ・ほか

(1956)

小 田 ・ほか(
1958)

高 木 ・ほか

(1958)

広 瀬 ・ほか

(1969)

小 林 ・ほか

(1971)

広 田 ・ほか(
1971)

斯 波 ・ほか

(1973)

村 山 ・ほか

(1973)

河 島 ・ほか1)(
1974)

浅 野 ・ほか

(1974)

有 吉 。ほか(
1978)

熊 坂 ・ほ か
(1979)

三 宅 ・ほか

(1980)

落 ・}まカ>2)(
1983)

増 井 ・ほか3)

(1983)

宮 崎 ・ほか4)

(1985)

自 験 例

55

43

58

43

39

59

73

57

57

47

51

51

72

28

59

77

75

72

70

男

男

膀 胱 炎
症 状

血 尿
残 尿 感

男 無 尿

男 血 尿

男
嘔 気
呑 酸

男 血 尿

男 血 尿

男 血 尿

女 血 尿

女 血 尿

女 排 尿 痛
頻 尿

女 血 尿

頻 尿女
排尿困難

男
血 尿
頻 尿

女 頻 尿

男 血 尿

男 頻 尿

女 血 尿

女 排尿困難

頂 部

頂 部

後 部

頂 部

不 詳

後三角部

頂 部

右 側 部

後 部

不 詳

頂 部

不 詳

不 詳

三 角 部
後 部

左 三角部

頂 部

頂 部

左 側 壁

頂 部

腺 癌

腺 癌

腺 癌

腺 癌

硬性癌

腺 癌

腺 癌

腺 癌

腺 癌

不 詳

腺 癌

腺 癌

硬性癌

腺 癌

腺 癌

腺 癌

腺 癌

腺 癌

腺 癌

属器,一 側腎孟脂肪織,膵,労 膵,腹 膜及び骨壁腹膜

に転移が認められた.

考 察

胃癌原発の転移性膀胱腫瘍は極めて稀な疾患で,本

邦では自験例を含めて19例 が報告されているにすぎな

い(Table1).

本腫瘍では原発性膀胱腫瘍と鑑別されなければなら

ないが,自 験例での確定診断は剖検によらねばならな

かった.そ こで本症診断の要点を知るため,統 計的考

察を加えた.年 齢は28～77歳(平 均57歳)で あ り,性

差は男性11例,女 性8例 でやや男性に多いが,こ れは

原発巣の胃癌の場合 と同様の傾向である.主 訴は血尿

が12例(63%)と 最 も多 く,次 いで頻尿5例(26%)

の順 となってお り,膀 胱腫瘍の主訴のうち77%～84%

が血尿であるという諸家の報告5)と 比較すると,血 尿

の頻度は若干低率で,ま た後述の理由により肉眼的血

尿も少ないものと推察される.腫 瘍発生の部位は頂部

が8例(53%)次 いで三角部が3例(20%)で 頂部に

好発する傾向が認められる.こ れは尿膜管腫瘍との鑑

別が重要であることを示唆している.す なわち,膀 胱

腫瘍の診断には,一 般に膀胱粘膜生検がルーチンに行

なわれているが,腺 癌と診断された場合,転 移性膀胱

腫瘍を否定 しえないことに留意すべきである.ま た近

年報告例の見られる膀胱原発印環細胞癌との鑑別を要

する.

Hermannら6)は,転 移性膀胱腫瘍は容易に膀胱粘

膜をおかさないと述べているが,自 験例でも,膀 胱粘

膜生検及び尿細胞診で悪性所見が認められなかったこ

とか ら,著 者もこの説を支持したい.こ のことは転移

性膀胱癌における血尿の頻度が,原 発性膀胱癌のそれ

に比し低率である事実からも推察される.
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治療 としては,膀 胱部分切除術6例,尿 管皮膚繧造

設術4例,経 尿道的膀胱腫瘍切除術 且例,膀 胱全摘術

1例 であ り,試 験開腹に終 った症例が4例 見られてい

る.

自験例の原発巣は,25年 前に胃潰瘍で切除された胃

断端から発生したいわゆる 曜残 胃の癌"で あった.残

胃癌の定義については,ま だ一定したものはないが,

厳 密な意味での残胃癌とは,良 性胃十二指腸疾患に対

して,胃 切除術が行なわれた後,残 胃に発生した癌を

意味し,手 術時既に残胃内に癌病変が存在 したり,胃

癌での断端再発を起こした場合とは全く異なることが

原則である7).し か し初回胃疾患が良性か,悪 性かの

判定が困難な場合が少なくないため初回手術からの期

間を目安にする考え方が広 く受け入れられてお り,そ

の期間を10年 とする考え方が,第38回 胃癌研究会にお

ける集計報告の中で述べられているe).し たがって自

験例は,25年 前に胃潰瘍の診断のもとに胃切除術を施

行されていたことから,残 胃癌と考えて差し支えない

ものと考えられる.残 胃癌の頻度は,調 査対象や追跡

期間の違いによりかなり異なるが,西 土井ら9)の報告

では,胃 ・十二指腸及び吻合部潰瘍症例1,325例 の う

ち6例 に残胃癌が認められ てお り,そ の発生頻度は

0.45%と している.し たがって,高 齢者では,転 移性

膀胱腫瘍が疑われる場合は残胃癌の存在を疑い,手 術

歴を詳明に検討することはもちろん消化器系の積極的

な検査が必要と思われる.

自験例の転移経路については,剖 検所見で原発巣の

腫瘍が漿膜をこえて浸潤し,大 量の腹水を伴う癌性腹

膜炎を起こしており,膀 胱壁に隣接する骨盤腹膜に転

移が認められたことから,腹 腔内播種性転移と考えら

れた.

結 語

残胃癌による転移性膀胱腫瘍の1例 を報告するとと

もに,集 計しえた19例 に対し統計的考察を加えた.

本論文 の要 旨は,第110回,日 本泌尿器科学会関 西地方 会

にて発表 した.稿 を終 え るにあた り,ご 校閲 を賜 わった神 戸

大学 医学部泌尿器科 学教室守殿貞夫教授 に深謝 いた します.
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